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小規模木工業者の活性化へ向けた
新サービスを構築

ϑΥʔελʔʹ஫ྗ
同社は、家具の基礎を作るためのべニア板やラン

バーボード、家具の表面を仕上げるための化粧板
を製造し、家具木工業者に販売、配送している。
特に建材の内装に接着剤や塗料、防腐剤として使用
されることが多く、人体への影響が懸念されている
ホルムアルデヒドの発散レベルがもっとも少ない、
最上位区分のフォースターを取得している製品を
多くそろえている。

઒্͔Β઒Լ·Ͱۀࣄల։
同社は建材メーカーと内装業者を子会社に持つ

ため情報収集力や提案力に強みを持つ。そして大阪
近郊で小規模な家具木工業者２３０社ほどと取引を
行っている。これらの業者では住宅や店舗向けの別注
家具を主に生産しており、これら業者が受ける短納期
化の要求に対して、同社が自社で持つトラックを使っ
て、注文をその日の内に配送する体制を整えてきた。

事業内容

৽ͨͳ੡඼΍ٕज़ͷఏҊ͕ෆՄܽʹ
実際、住宅や店舗向けの別注家具は短納期化の

要求が多くなっていることに加え、これら家具市場は
海外からの低価格製品との価格競争が年々激しさを
増しており、新たな製品や技術の提案が不可欠に
なっている。しかし、特に事業規模の小さな家具
木工業者にとっては思うような設備投資もままなら
ず、一定規模以上の案件も受注できないなど苦戦を
強いられているのが現状だ。

ڙͷෆՄೳをαʔϏεͱ͠てఏऀۀ
同社にとっても、これら取引先の課題を解決する

ことなしには、売上高を伸ばすことはもとより、これ
から先の事業の継続さえ危ぶまれることになりかね
ない。そこで、これらの事業規模の小さな家具木工業
者に代わって、同社が設備を整えて機械加工を行い、
取引先の業者が自由に利用できる環境を作り、これ
を新たなサービス事業として展開することを考えた。

補助事業

ઐ༻ͷαϙʔτ૭ޱを৽ઃ
同社は長尾攻一会長を総責任者とする４名で補

助事業の実施体制を整え、木工用ＮＣ（数値制御）
マシニングセンターを導入。「家具木工業者が当社
所有の設備を自社の設備のように利用できるサー
ビス」を実現できる体制を構築した。

まず、同社内にこのサービスの専用のサポート窓口
を設けた。家具木工業者は図面データを送るだけ
で、納期や価格を即座に回答し、同社が材料の手配
から加工を行う。加工後は、同社の強みである配送
ネットワークを活用して、迅速に納品する。

෦̍材౰ͨΓ̍ ̌ɼ̌ ̌̌ ԁ͔ΒՃ޻
これまで複雑な形状のテーブル天板の加工で１日

かかっていたものも、同設備を利用すれば１時間で
製造でき、かかっていた加工価格は１部材当たり
１０，０００円―５０，０００円程度で行える。これまで
外注に出した場合、４０，０００円―５０，０００円は
要していたため、低コスト化に寄与できる。

また、同社の技術的な指導やサポートを得ること
で、家具木工業者は独自のアイデアを受注元へ
提案することができるようになり、競争力の強化に
つながる。

具体的成果

খن໛ऀۀͷੑ׆Խʹͭͳ͕Δ
家具市場は低価格志向の消費者が増加する一方

で、付加価値の高い家具に対する潜在的な欲求
も多くある。例えば、天然木を使用し、高級感、
上質感があるもの、デザイナーによる別注品で高い
デザイン性、機能性があるもの、健康や安全性、
環境面に配慮されたもの、さらに日本製であるもの
など。同社の始めたサービスはこうした要求に対応
し、大阪を中心にした小規模な家具木工業者の生産
性を高め、活性化につながると見られている。

ؔ౦ʹӦڌۀ఺を৽ઃ
今後同社では関東市場に営業拠点を設けて、この

サービスの売り込みを図ることにしており、平成
３２年（２０２０年）には同サービス１億６，２００万円
の売り上げを見込んでいる。さらにインターネット
を利用して、工作機械の稼働状況の確認や加工に
おける必要なデータの入力などが簡単にできる
受注システムの運用を目指そうとしている。

これが実現できれば、業務フローの合理化が
一気に進むことになり、安い輸入品との競争にも
立ち向かえることが期待されている。

今後の戦略

木工用ＮＣマシニングセンター

খن໛ͳՈ۩໦͕ऀۀ޻ஔ͔Εͨঢ়گʹ͸վΊͯ͏ݴ·Ͱもͳく͍͠ݫ
もの͕͋Δɻಉ͕ࣾ૑ۀҎདྷ๊͖ଓ͚͖ͯ ʮͨ໾ʹཱͭʯ͜ͱの૝͍͕ɺࠓճ
の৽͍͠αʔϏεΛੜΈग़ͨ͠ɻ͍͔ͨͩʹͦΕΛར༻͢Δ͔ɺར༻Ͱ͖Δ
͔͸֤ࣾのҙཉͱೳྗʹΑΔɻಉࣾͰもऀۀΛ集ΊͨΠϕϯτͳͲΛͯͬߦ
͍Δ͕ɺ͍ޓʹ݁ଋ͢Δ͚ͩͰͳくɺੈքΛ૬खʹٕज़ɺαʔϏε྆໘ʹ
͓͍ͯશମతͳఈ্͛ΛਤΔඞཁも͋ΔͩΖ͏ɻ

૑ۀҎདྷͷ૝͍͕
৽͍͠αʔϏεʹ࣮݁

http://bandaishoji.co.jp/

現会長による創業以来いかに小規模家具
木工業者の役に立てるかを追求してきま
した。このシステムで業者間の結束を図り、
他府県に流れている案件の受注を戻すだけ
でなく、中国などとのコスト競争にも勝ち
たいですね。

創業以来の想いの実現を図る
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